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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

特別栽培⽶但⾺産こしひかり  コウノトリ育むお⽶パックご飯
グランプリ

組織全体でブランド価値を共有し、広報活動を展開している

コウノトリの写真から特産品ということが分かりやすい

ごはん本来の⾵味をいつでも⼿軽に楽しめる

健康と時短がポイントの現代のニーズに合っている

地域の農協が主体の運営体制は、ブランド信頼の基盤を築く

パッケージに説明⽂が多く、情報量が多すぎる印象
賞味期限が1年後で短く、防災備蓄をアピールするのは良くない
商品単体での専任広報担当が不在で、個別商品PRが弱い印象

柔らかさが強く出ている為、⽶の⻭触りがやや⾜りない

⾼級路線を強めに広告されると差別化が図れる
都市部消費者にとって「但⾺」ブランドの認知が限定的である
安全性の取り組みをQRコード表⽰すると理解促進に有効

⽶は⽔気たっぷりで柔らかく、パックご飯とは思えない質の⾼さ

炊飯に使⽤する⽔にもこだわり、安全管理が徹底している

第94回（2025年12⽉）

6.0%

総合評価94点で、グランプリに認定いたします。農薬の削減や、
化学肥料を使わない取り組みが、パッケージに明記されており、
消費者に安⼼感を与えていることや、対象外の放射能検査も実施
している安全への姿勢などが⾼評価を得ました。
⼀⽅で、商品単体での専任広報担当が不在であることが惜しい

ため、専任の広報担当者をつけると商品単体でのPRがしやすくな
るのではないかなどの意⾒が挙がっていました。

1.5%

4.5%

3.0% 1.5%

4.5%
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

つやのある⽩⾊

透明度はない

お⽫やパックが⽩くても商品が分
かるくらい濃い⾊

⽶粒は楕円形。パックは⾓が丸い
四⾓

⽶粒は、縦7㎜。横3㎜

つやのある⽩い⾊から、⽬の前に
いる⼈に⾷べてみたいと思わせる

クセの少ない⾹りで、清流を思い
起こす

⾃然豊かな⽥園⾵景を思い起こす

クセの少ない⾹りから、あっさり
した味わいを想像させる

清らかな⽔のせせらぎを思い起こ
す

粘り気のある肌触りを思い起こす

⾹りを嗅いで⽬をつむれば、懐か
しい⽥舎の⾵景が広がる

パッケージを眺めると、コウノトリが降り⽴つ⽔⽥が広がり、豊かな⾃然が想像できます。また、パッ
ケージの説明⽂を読むと、「農薬を75％以上削減」「化学肥料を⼀切使わず」などの⽂章から、健康に良
さそうなイメージを持たせます。

パッケージを開けて、温めるとつやのある⽩いご飯が⽬に⼊り、さらにあっさりとした清流を思い起こ
す⾹りが漂います。

商品の⾹りを嗅ぎながら、⽬をつむると昔懐かしい⾃然豊かな⽥園⾵景が広がり、まるで⽔のせせらぎ
が聞こえてきそうな、⾃然の恵みがふんだんに詰まった味わいを期待させます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味はない

苦味も感じない

ほのかに旨味がある

100回以上噛むと、⽢味が少し増
す

塩味はない

臭みが少ない清⽔のような味わい

臭みのない、⽔に近い⾹りが⼝の
中で広がる

電⼦レンジや、湯せんで温めた温
度で⾷べるのが良い

柔らかく、モチモチしている

湿っていて、⽔分を感じる

粘り気があり、パックからお⽫に
移す時は⽶粒が残る
指にひっつくため、触った後は⼿
洗いが必要

無⾳に近いが、⽿を澄ますとほの
かに⾳がする

⽿を澄ませると「ムシャムシャ」
と⾳がする

⼝の中に⼊れても、⾷前感と同じように、お⽶独⾃の油臭さなどはほとんど感じることはなく、清⽔に
近いあっさりとした⾹りが⼝の中に広がります。

お⽶を噛んでみると、柔らかいモチモチとした感触が伝わります。数回噛んだだけではあまり味を感じ
ませんが、100回以上かむと、ほのかにお⽶独⾃の⽢さが⼝の中に広がっていきます。

また、静かな空間で⾷べることに集中して⽿を澄ませると、ほのかに「ムシャムシャ」とした⾳が⼼地
良く聞こえてきます。

また、温めてから時間をおいても⾵味を損なうことはほとんどなく、お弁当に⼊れるご飯にもピッタリ
です。



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート3

⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

お⽶の臭いをほとんど感じることもなく、爽やかな⾹りが⼝に
広がる

都市部の⾷卓でも、⾃然豊かな⽔⽥を感じながら、ご飯を⾷べ
られる

⽬をつむって集中して⾷べると、⾃然豊かな⽥園⾵景が広がり
そうな懐かしさを感じる

「農薬75％以上削減」「化学肥料を⼀切使わず」とのパッケー
ジの説明⽂から、健康意識の⾼い⼈に好まれそうな商品

五味 評点

酸味 0

苦味 0

うま味 1

⽢味 3

塩味 0

広義の味 評点
瑞々しい味 5

あっさりした味 5

⾃然を感じる味 5

⼼⾝にしみる味 5

⾼品質な味 4

五感 評点

視覚 3

聴覚 2

触覚 2

味覚 4

嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

商品を温めるとつやのある⽩いご飯が⽬に⼊り、さらにあっさりとした清流を思い起こす⾹りが漂います。
⼝の中に⼊れても、⾷前感と同じように、清⽔に近いあっさりとした⾹りが⼝の中に広がり、やわらかく粘
り気のある⾷感を楽しめます。
⼀⽅で、柔らかさが強く出ている為、⽶の⻭触りがやや⾜りない感じがあり、⽶の⻭ごたえを楽しみたい
⼈には物⾜りないと⾔った意⾒も挙がっています。

インターネットを⽤いて、商品の良さをアピールしているところや、特別栽培⽶とされる当商品のPRを、
組織全体で⾏っている点に強い⾃信が感じられるところなどが素晴らしい点として挙がっていました。
⼀⽅で、⾼級路線を強めに広告されると差別化が図れるのではないかといった意⾒や、商品の広告予算や

広報担当者がいると、商品個別のPRとしての広報に⼒を⼊れやすくなるのではないかとの意⾒などが挙がっ
ていました。

特別栽培⽶・但⾺産という原料の質を背景にしており、健康志向・地域志向の消費者に対して⼗分な訴求
⼒を持っていることや、パックご飯という⼿軽さは単⾝者・共働き世帯・備蓄⽤途など幅広いターゲットに
合致していることなどが素晴らしい点として挙がっていました。
⼀⽅で、災害⽤の備蓄⾷品は3年や5年保存できる商品がある中で、この商品は賞味期限が1年後と短く、

災害⽤の備蓄品としてアピールするのは控えたほうが良いなどの意⾒も挙がっていました。

パッケージを眺めると、コウノトリが降り⽴つ⽔⽥が広がり、豊かな⾃然が想像できます。また、パッ
ケージの説明⽂を読むと、「農薬を75％以上削減」「化学肥料を⼀切使わず」などの⽂章から、健康に良さ
そうなイメージを持たせ、消費者に安⼼感を与えるところなどが素晴らしいところとして挙がっていました。
⼀⽅で、パッケージの説明⽂の⽂字数が多いので、もう少しすっきりさせた⽅がより画像や商品名が引き
⽴つといった意⾒も挙がっていました。

「環境保全に貢献できるお⽶」という社会的価値をブランドの中⼼に据えているところや、ブランドメッ
セージ「買って、⾷べることで地域と⾃然を守る」が明確であることや、地域全体での取組（基⾦への寄
付・学校給⾷への提供）により、共感性が⾼いことなどが素晴らしいところとして挙がっていました。
⼀⽅で、都市部消費者にとって「但⾺」ブランドの認知が限定的であり、地名価値をどう伝えるのか求め

られるといった意⾒も挙がっていました。

安全性に関して、残留農薬検査やヒ素・カドミウムなどのサンプリング検査など、科学的根拠に基づく安
全管理や放射性物質の検査は対象外なのに検査をしているところが⾼評価です。安全への取り組みが「引越
しなどの挨拶品としても安⼼して渡せる」「誰にでも喜ばれる」という購買意欲に繋がっており、素晴らし
いところとして挙がっていました。素材に関しても、兵庫県但⾺産で地域ブランドの素材の特別栽培⽶とし
て信頼性を⾼めているところなどが素晴らしいところとして挙がっていました。
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〒102-0082 東京都千代⽥区⼀番町15-8 壱番館5階
Tel：03-3265-0518 / Fax：03-3265-0519
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94%

94%

94%

90%

94%

99%

どの要因も90％以上と評価が⾼く、「素材・安全性・
その他」が99％と最も⾼い評価でした。

評価の⾼かった要因としては、パッケージにも書いて
ある、「農薬を75％削減」「化学肥料を⼀切使わず」栽
培している特別栽培⽶であることが消費者に伝わり、安
⼼感を与えることなどが⾼評価を得ました。
⼀⽅で、「マネジメント・PR要因」は最も低く、⾼

級路線を強めに広告すると差別化を図れるとの意⾒や、
商品の広告予算確保や広報担当者の配置があると、商品
単発の広報に⼒を⼊れやすくなるのではないかなどの意
⾒も挙がっており、更なる⼯夫の余地があります。

まずは、たじま農業協同組合代表並びに「特別栽培⽶但⾺産こしひかり コウノトリ育むお⽶パックご飯」開発、製
造担当並びに販売ご担当者様に⼼から敬意を表します。

パッケージを眺めると、コウノトリが降り⽴つ⽔⽥が広がり、豊かな⾃然が想像できます。また、パッケージの説
明⽂を読むと、「農薬を75％以上削減」「化学肥料を⼀切使わず」などの⽂章から、健康に良さそうな安⼼感のある
イメージを持たせます。

パッケージを開けて、温めるとつやのある⽩いご飯が⽬に⼊り、さらにあっさりとした清流を思い起こす⾹りが漂
います。⼝の中に⼊れても、⾷前感と同じように、清⽔に近いあっさりとした⾹りが⼝の中に広がります。お⽶を噛
んでみると、柔らかいモチモチとした感触が伝わります。また、時間をおいても⾵味を損なわずお弁当に⼊れるご飯
としても適しています。

市場要因としては、ターゲットを健康志向層・⼦育て世代・単⾝者など幅広く設定しており、時代のニーズに合致
しているところや、「ちょっといいお⽶」という価格帯設定で特別感を演出しているところや、オーガニック・タイ
パなど、複数のトレンドを的確に押さえているところなどが⾼評価を得ています。

ブランディング要因としては、「コウノトリ育むお⽶」というブランド名⾃体に強い象徴性があり、地域ブラン
ド・環境配慮・特別栽培というトリプル訴求を備えているところや、地域の農協が主体となる運営体制がブランド信
頼の基盤を築いているところなどが⾼評価を得ています。

安全性に関しては、パッケージに書いている農薬の削減や、化学肥料不使⽤の他に、対象外になっている放射能の
検査もしているところなどが⾼評価を得ています。

⼀⽅で、マネジメント・PR要因以外にもパッケージに書いてある説明⽂が⻑いため、⽂字数を少なくして商品名や
画像を際⽴たせ、QRコードを⼊れてコウノトリ育むお⽶の特産品紹介メニューを⾒ることができるようにすると製品
の魅⼒が伝わりやすくなるなど、更なる向上の余地があるため、今後に期待しています。
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